
令和７年 11月 29日開催 議会報告会・意見交換会 

 

テーマ：若者の声を活かしたまちづくりに向けて 

～若者が住みたい・子育てしたい「妙高市」にするには～ 

 

（主な意見） 

〇安全・安心なまち 

 ・不審者が多いことから、街灯の増設や防犯カメラの設置を早期に実現してほしい。 

 

〇子育てに優しいまち 

 ・子どもが室内で遊べる場所がほしい。（屋内のふわふわドーム等があるといいな） 

 ・女性が子育てしながら働ける環境の整備を進めてほしい。 

 ・わくわくランドで昼食をとれるようにしてほしい。 

 ・まちなか+利用のトキ鉄ジュニアパス・子育て支援パスの導入 

 ・最先端・高度な教育が受けられる環境づくり（イエナプラン教育の強化など） 

 ・子育て中でも使いやすい施設環境の整備（清潔な環境で離乳食が食べられる、オムツ交換がしやすい等） 

 ・親子で一緒に参加できるイベントがあったらいいな。 

 ・リトミックや幼児教室など、赤ちゃんのうちから学べる環境があったらいいな。 

 ・民間や市民団体が行う子育てイベントを行政でも周知してほしい。 

 ・更なる子育て支援の充実 

 

〇働ける・働きたいまち 

 ・若者が望む自分に合った就職先を選択できる環境づくり（多様な企業の誘致） 

 ・サテライトオフィスの誘致を推進し、柔軟な働き方ができる環境づくり 

 ・都会では利用できた単発ナース（看護師派遣）システムを導入してほしい。 

 ・在宅ワークができる仕組みづくり 

 ・開業・起業相談のワンストップ窓口がほしい。（たらい回しではなく窓口の一本化） 

 

〇市民がわくわくする魅力あるまち 

 ・妙高市民まつりの内容充実（民謡流し・大綱かつぎの復活、実行委員会の体制見直し） 

 ・街なかのシャッター通りを若者が賑わう場所に 

 ・商業施設の更なる充実、まちなか+等との連携による滞在型観光の推進 

 ・若者が自然に集まれる場所づくり 

 ・流行やエンタメ、食などが都市部と大きな差を感じない環境づくり 

 ・仕事終わりに同世代が交流できる集いの場づくり（婚活支援の意味合いも含めて） 

 

〇多様性を認め、みんなで共生できるまち 

 ・外国人との共生を通じた出生数の増加や労働力の確保 

 ・自分の個性を出しても受け入れられる、暮らしやすい環境づくり 

 

 



〇その他 

 ・妙高市の良さを認識できる取り組みが必要 

 ・まちなか+での学習の場の提供 

 ・雪をネガティブからポジティブなものにする取り組みが必要 

 ・若者の意見が反映されるまち 

 ・同世代のコミュニティがあること 

 ・移住者を増やしてコミュニティを盛り上げる。 

 ・低料金の賃貸住宅 

 ・賃貸住宅の家賃補助、住宅取得支援 

 ・住み続けたい・戻ってきたいと思えるためには、人との繋がりや暮らしの利便性、働き方の多様性が重要 

 ・共通する趣味を通じた仲間づくりができる環境づくり 

 ・若者や子育て世代の意見を広い、反映できるシステム・環境づくり 


